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濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景

三
四

（
↓
六
八
）

猫
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景多

田

眞

鋤

一
、

自
由
の
ド
イ
ツ
的
理
念

　
從
來
、
自
由
主
義
的
、
民
主
主
義
的
國
家
の
理
念
と
し
て
の
主
知
的
理
性
主
義
乃
至
は
合
理
主
義
（
犀
善
。
壁
冴
日
拐
）
と
の
封
決
に
於
い
て
、

そ
の
理
念
を
反
主
知
主
義
、
非
合
理
主
義
に
求
め
更
に
そ
こ
よ
り
導
き
出
さ
れ
る
必
然
的
臨
結
と
し
て
の
神
秘
主
義
（
累
老
菖
N
δ
睡
霧
）
、
行
動
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
）

義
を
政
治
的
實
践
の
場
に
於
け
る
信
條
と
し
て
標
榜
し
つ
つ
、
擾
頭
し
た
全
龍
主
義
的
國
家
に
就
い
て
、
そ
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
精
瀞
史
的
背
景

が
間
わ
れ
る
場
合
、
か
か
る
問
題
提
起
の
中
に
本
質
的
に
内
在
す
る
一
つ
の
ア
ポ
リ
ア
と
し
て
の
ド
イ
ッ
自
由
主
義
の
特
殊
的
性
格
へ
の
解
明
が

志
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
全
髄
主
義
的
國
家
思
想
の
イ
デ
オ
巨
ギ
ー
は
、
　
「
二
〇
世
紀
の
知
識
階
級
が
前
世
紀
の
文
化
人
よ
り
も
勇
氣
を
喪

失
し
て
い
た
と
か
、
或
は
議
論
を
活
濃
に
し
な
か
つ
た
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
ら
の
自
由
主
義
的
信
念
が
不
安
定
で
あ
り
、
且
又

深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
黙
よ
り
次
の
疑
念
が
起
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
主
義
は
一
般
に
語
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
殺
害
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
自
滅
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
、
）
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
に
お
け
る
自
由
主
義
的
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
死
滅
と



自
由
主
義
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
具
髄
的
表
現
と
し
て
の
自
由
主
義
的
諸
制
度
の
破
滅
と
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
民
族
肚
會
主
義
者
の
好
策
に
よ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
由
主
義
自
膣
の
も
た
ら
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
で
あ
る
。
」
　
叉
「
自
由
主
義
は
ナ
チ
ス
に
よ
つ
て
破
壊

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ナ
チ
ス
は
自
滅
し
た
一
個
の
思
想
艦
系
の
圧
當
な
繊
承
者
で
あ
つ
た
。
自
由
主
義
が
自
滅
し
な
か
つ
た
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ば
、
ナ
チ
ス
は
決
し
て
椹
力
を
把
握
し
え
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
」
　
と
い
う
ハ
・
ウ
ェ
ル
（
』
串
国
邑
o
類
色
）
2
一
一
・
論
は
か
か
る
事
態
へ
の
序

論
的
護
言
と
し
て
の
意
昧
を
有
す
る
。
眞
に
彼
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
面
に
お
い
て
イ
デ
オ
・
ギ
ー
と
し
て
の
全
龍
主
義
の
擾
頭
と
そ
の
成
長

護
展
は
、
自
由
主
義
が
種
々
の
要
因
に
制
約
さ
れ
て
、
そ
の
思
想
様
式
（
即
巨
a
Φ
9
窪
2
㎎
耳
）
で
あ
る
と
共
に
、
生
活
様
式
（
暫
ミ
塁
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
づ
ロ

属
①
）
と
し
て
確
實
な
地
盤
を
形
成
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
國
家
肚
會
の
特
有
現
象
と
し
て
現
れ
て
來
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ド
イ
ツ
の
歌
態
に
比
較
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
夙
に
ベ
ン
サ
ム
、
ミ
ル
、
グ
リ
ー
ン
等
の
一
蓮
の
自
由
主
義
思
想
家
に
よ
つ
て
、
思
想
様
式
と

し
て
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
高
度
な
思
惟
髄
系
を
構
成
し
、
そ
れ
ら
と
相
侯
つ
て
政
治
機
構
の
面
で
も
、
或
は
政
治
運
用
の
面
で
も
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
が
確
立
し
、
こ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
叉
生
活
様
式
に
お
い
て
も
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
鉗
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
か
か
る
理
念
と

現
實
と
の
相
印
性
が
欲
如
し
て
い
た
こ
と
も
イ
デ
ネ
・
ギ
ー
と
し
て
の
全
龍
主
義
を
波
及
的
に
振
張
せ
し
め
た
原
因
で
あ
る
と
断
定
し
て
も
不
當

と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
以
上
我
々
は
ド
イ
ツ
全
髄
主
義
國
家
思
想
が
課
題
と
し
て
自
由
主
義
を
澹
つ
た
そ
の
關
蓮
を
一
瞥
し
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
「
濁
逸
自
由
主
義

の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
」
と
い
う
何
れ
か
と
い
え
ば
政
治
思
想
史
的
な
我
々
の
設
問
に
封
し
、
一
つ
の
意
味
を
附
與
す
る
も
の
と
し
て
、
異

な
る
観
貼
、
す
な
わ
ち
、
純
梓
に
理
念
的
な
面
か
ら
ド
イ
ツ
的
自
由
の
性
格
を
古
典
的
と
も
い
う
べ
き
形
姿
に
於
て
明
確
な
ら
し
め
た
も
の
と
し

て
ト
レ
ル
チ
及
び
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
名
を
想
起
す
る
。
ト
レ
ル
チ
（
㌍
早
8
募
魯
）
は
一
九
一
六
年
に
「
自
由
の
ド
イ
ツ
的
理
念
」
と
い
う
表
題

の
も
と
に
、
各
國
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
傳
統
的
思
惟
形
式
や
、
風
土
の
特
殊
的
制
約
、
歴
史
的
震
展
の
相
違
よ
り
、
自
由
の
理
念
も
様
々
の
形
態
を

。
探
つ
て
現
れ
て
く
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
前
提
よ
り
論
ず
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
自
由
理
念
も
そ
の
全
く
猫
自
な
ド
イ
ツ
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
狽
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
（
一
六
九
）



　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
（
一
七
〇
）

指
摘
し
、
「
ド
ィ
ッ
的
自
由
は
、
實
際
は
、
イ
ギ
リ
ス
或
は
フ
ラ
ン
ス
の
西
方
的
自
由
と
は
幾
分
異
つ
て
い
る
。
然
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
ド
イ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
5
）

の
自
由
は
眞
實
の
慣
値
あ
る
自
由
て
あ
る
。
」
と
断
言
し
た
。
し
か
ら
ば
彼
の
所
謂
「
眞
實
の
憤
値
あ
る
自
由
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

す
な
わ
ち
、
「
自
由
は
國
家
意
思
の
形
成
に
關
し
て
形
成
的
協
同
作
用
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
は
、

個
人
意
思
の
総
計
か
ら
支
配
意
思
を
現
出
す
る
の
で
も
な
／
＼
且
叉
、
事
務
捲
當
者
（
O
①
。
。
鼠
坤
ω
監
ぼ
霞
）
を
委
託
者
（
》
硅
甫
濃
鴨
げ
臼
）
に

よ
つ
て
コ
ン
ト
・
ー
ル
す
る
こ
と
で
も
な
く
、
む
し
ろ
、
歴
史
、
國
家
及
び
國
民
に
よ
つ
て
既
に
嚴
存
す
る
全
髄
へ
の
自
由
な
意
識
的
な
義
務
的

な
蹄
依
で
あ
り
献
身
に
お
い
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
王
侯
や
、
官
吏
は
、
國
家
の
第
一
の
奉
仕
者
を
以
て
自
ら
任
じ
、
市
民
は
國
家
の

有
機
的
成
員
で
あ
る
と
い
う
自
意
識
を
持
つ
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
全
て
主
椹
的
全
艦
の
オ
ル
ガ
ン
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
全
艦
的
存
在
を
義
務
的

な
献
身
に
お
い
て
間
断
な
く
現
わ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
由
は
、
権
利
に
存
す
る
よ
り
は
、
義
務
に
於
い
て
存
す
る
。
或
は
、
同
時
に

義
務
で
あ
る
よ
う
な
椹
利
に
於
い
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
は
全
艦
を
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、
全
艦
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
自
由
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

亭
等
で
な
く
、
む
し
ろ
、
自
己
に
相
鷹
し
た
機
關
的
位
置
に
お
い
て
各
人
の
任
務
を
途
行
す
る
個
入
の
奉
仕
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
更
に
、
「
そ
の

自
由
に
封
し
て
定
型
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
、
冒
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
全
艦
に
封
し
て
の
個
人
の
義
務
的
な
、
同

時
に
叉
批
判
的
な
献
身
に
基
礎
を
お
い
て
組
織
さ
れ
た
民
族
統
］
は
、
自
由
な
精
神
的
な
教
養
の
自
主
性
と
個
性
と
に
よ
つ
て
補
完
せ
ら
れ
、
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

正
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
　
上
述
の
箇
所
に
告
白
さ
れ
た
彼
の
「
自
由
」
へ
の
パ
ト
ス
的
把
握
は
そ
の
根
底
に
於
て
次
の
よ
う
な
ポ

レ
ミ
ー
ク
を
内
包
す
る
も
の
で
、
ド
イ
ッ
民
族
の
抱
く
こ
の
自
由
の
理
念
は
「
實
際
に
お
い
て
西
方
諸
民
族
の
自
由
理
念
と
は
別
箇
の
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
人
椹
の
熱
狂
的
な
平
等
の
理
念
と
も
異
る
よ
う
に
、
叉
イ
ギ
リ
ス
の
紳
士
蓮
の
個
人
主
義
と
も
相
違
し
、
叉
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ

ム
や
ル
ソ
ー
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
も
な
／
＼
獅
特
な
ド
イ
ッ
精
神
に
根
底
を
お
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
超
個
人
的
な
公
共
精
神
の
自
主
的
意

識
的
肯
定
の
自
由
で
あ
り
、
共
同
艦
精
神
へ
の
濃
冴
と
し
た
關
與
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
全
髄
に
封
す
る
自
由
意
思
的
義
務
性
と
か
、
全
鰐
の
内

部
に
お
け
る
各
個
人
の
個
性
的
な
濃
冴
と
し
た
濁
創
性
の
自
曲
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
共
心
と
風
紀
（
O
認
量
ぎ
）
の
自
由
で
あ
つ
て
、
爾
者



は
と
も
に
理
念
に
つ
い
て
の
自
己
献
身
に
基
づ
き
、
こ
の
故
に
わ
れ
わ
れ
の
全
倫
理
的
宗
教
的
本
質
と
密
接
に
關
蓮
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
イ

ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
本
質
と
は
甚
し
く
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
偉
大
な
思
想
家
や
詩
人
が
自
ら
を
理
念
に
よ
つ
て
規
定
し
た
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

由
を
、
ド
イ
ツ
人
の
本
質
と
し
て
認
識
し
且
つ
實
行
し
て
以
來
、
こ
れ
が
常
に
わ
れ
わ
れ
の
自
由
の
本
質
で
あ
つ
た
。
」

　
時
代
は
少
し
く
遡
る
が
、
同
じ
く
自
由
の
ド
イ
ツ
的
理
念
へ
の
把
握
を
志
し
た
も
の
と
し
て
我
々
は
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
（
国
Φ
言
ほ
9
〈
9
月
冨
学

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

駐
9
冨
）
の
「
盲
由
論
」
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
内
容
は
一
言
に
し
て
い
え
ば
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
西
臥
諸
國
の
自
由
の
概
念
と
相

封
峠
す
る
凋
特
な
自
由
理
念
の
展
開
へ
の
一
試
論
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
ミ
ル
（
き
幹
崔
旨
）
及
び
ラ
ヴ
ゥ
レ
ー
（
中
■
暮
〇
三
亀
①
）
の
「
自
由
」
の
概
念
に
封
し
て
駁
論
を
試
み
、
政
治
的
自
由

と
は
制
限
的
自
由
（
評
ま
ぎ
冨
国
お
旨
皿
江
。
。
什
b
呂
憂
9
げ
霧
。
再
ぎ
辟
Φ
寄
Φ
旨
o
δ
で
あ
り
、
國
家
か
ら
の
、
或
は
叉
國
家
に
相
封
立
す
る

自
由
で
は
な
く
、
國
家
に
お
け
る
自
由
“
個
々
人
が
自
由
に
な
る
た
め
の
努
力
は
同
時
に
國
民
全
艦
の
利
釜
を
必
然
的
に
生
じ
、
個
人
的
自
由
は

張
力
な
國
家
の
た
め
の
唯
一
最
大
の
基
礎
で
あ
る
よ
う
な
自
由
U
で
あ
る
と
す
る
。

　
以
上
我
々
は
ト
レ
ル
チ
及
び
ト
ラ
イ
チ
ェ
ケ
を
通
し
て
純
粋
に
理
念
的
な
面
か
ら
の
ド
イ
ッ
的
自
由
の
把
握
を
葛
魯
号
嘗
9
し
て
來
た
の

で
あ
る
が
、
我
々
の
本
來
の
課
題
は
か
か
る
理
解
を
生
ん
だ
素
材
と
も
い
う
べ
き
精
神
史
的
背
景
を
間
う
こ
と
に
存
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
「
ド
イ
ッ
特
有
の
自
由
理
念
」
が
歴
史
的
且
つ
具
髄
的
な
自
由
主
義
思
潮
に
お
い
て
い
か
に
醸
成
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
か
、
叉
ハ

・
ウ
ェ
ル
に
よ
つ
て
「
自
滅
の
飴
儀
な
き
に
至
つ
た
ド
イ
ッ
自
由
主
義
」
と
は
如
何
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
政
治
思
想
の
面
に
お
い
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

す
る
こ
と
を
意
圖
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
本
稿
の
表
題
ビ
於
け
を
「
初
期
的
形
成
」
と
い
う
限
定
は
、
具
艦
的
に
は
十
八
世
紀
末
よ
り
一
八
一

三
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
終
焉
迄
の
ド
イ
ッ
の
情
勢
を
政
治
史
的
背
景
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
か
る
限
定
は
凡
そ
個
人
の
思
想
が
そ
の
全
髄
と

の
債
値
關
係
を
規
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
る
た
め
に
は
、
思
想
と
現
實
と
の
關
係
を
明
瞭
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
史
的
背
景
の
老
察
を
必
須
の
前

　
　
（
1
1
）

提
條
件
と
思
老
し
た
こ
と
に
基
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
　
（
一
七
一
）



　
　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
（
一
七
二
）

　
然
し
、
問
題
の
性
格
と
範
園
は
、
言
う
迄
も
な
く
到
底
こ
の
一
編
の
小
稿
に
よ
つ
て
取
扱
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
筆
者
の
當
面
す
る
課

題
と
し
て
、
粗
雑
な
鳥
鰍
圖
的
試
論
を
當
初
に
行
い
、
徐
々
に
個
々
の
具
艦
的
考
察
に
よ
つ
て
補
正
し
、
今
後
に
お
い
て
展
望
を
試
み
た
い
と
考

え
る
次
第
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
周
知
の
よ
う
に
一
該
に
全
禮
主
義
國
家
思
想
と
い
つ
て
も
、
ド
イ
ッ
の
ナ
チ
ズ
ム
と
イ
タ
リ
ヤ
の
フ
ァ
ヅ
シ
ズ
ム
の
間
に
は
、
國
家
椹
力
の
主
盟
に
關
し
て

　
　
　
の
概
念
は
異
つ
て
い
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
＜
o
一
医
，
≦
①
一
富
霧
9
帥
9
葺
霞
の
名
の
も
と
に
、
民
族
を
以
て
最
優
位
の
概
念
と
し
、
國
家
は
民
族
の
用
器
で

　
　
　
あ
P
、
手
段
で
あ
る
と
看
倣
し
た
。
之
に
封
し
、
フ
ァ
ヅ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
國
家
は
最
高
債
値
の
主
艦
で
あ
り
、
國
家
に
封
し
て
全
て
は
奉
仕
的
存
在
で

　
　
　
あ
る
と
看
倣
し
た
。

　
（
2
）
　
』
属
’
国
巴
ざ
名
①
＝
”
目
ン
Φ
U
①
巳
ぎ
Φ
9
■
ま
①
吋
巴
貯
ヨ
9
0
0
0
費
一
固
①
o
ざ
晦
ざ
嶺
蕊
営
ー
鉾
　
ハ
ロ
ゥ
ェ
ル
は
當
著
に
お
い
て
、
ま
ず
ぎ
富
鳴
量
一

　
　
　
b
旨
霞
巴
貯
目
と
し
て
古
典
的
自
由
主
義
を
読
き
、
こ
の
自
由
主
義
の
崩
竣
は
、
十
九
世
紀
後
牛
に
お
い
て
實
謹
主
義
思
想
が
ド
イ
ツ
の
各
思
想
界
に
滲
透
し

　
　
　
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
由
主
義
は
形
式
化
し
て
實
質
性
を
失
い
、
途
に
H
・
ラ
ゥ
シ
ュ
ニ
ン
グ
の
稔
す
る
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
革
命
」
と
し
て
の
ナ
チ
ス
革
命
を
誘

　
　
　
導
し
た
こ
と
を
論
ず
る
。

　
（
3
■
）
　
ぎ
置
。
や
一
〇
〇
〇
。

　
（
4
）
　
ぎ
宣
●
や
旨
●
「
自
由
主
義
は
軍
に
一
つ
の
思
考
様
式
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
一
つ
の
生
活
様
式
で
あ
る
。
若
」
も
そ
の
存
立
の
た
め
に
自
律
的
個
人
の
概

　
　
　
念
が
必
要
な
ら
ぼ
、
個
人
の
自
律
性
の
登
揮
に
具
合
の
よ
い
環
境
を
必
要
ど
す
る
。
…
…
生
活
様
式
と
し
て
の
自
由
主
義
は
、
新
興
の
商
人
階
級
の
知
的
、
肚

　
　
　
倉
的
、
纏
濟
的
、
政
治
的
要
望
と
理
想
と
を
反
映
し
て
い
た
。
」

　
　
　
　
国
。
円
目
o
①
詳
o
。
魯
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
誤
’
乙
o
●
一
〇
b
o
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
9
Φ
自
①
暮
㎝
9
①
固
8
〈
8
寄
Φ
浮
①
詳
．
．
冒
U
Φ
辞
の
9
曾
O
Φ
貯
ε
巨
α
ミ
o
。
。
叶
Φ
自
。
冨
｝

　
円
3
①
犀
o
。
o
F
曽
●
鉾
O
。
ψ
霧
．

　
目
目
o
①
詳
の
o
F
鐸
90
。
O
●
の
。
一
〇
〇
〇
●

　
日
H
o
①
犀
。
。
号
”
、
．
U
一
Φ
H
血
①
窪
く
自
一
〇
置
．
．
営
U
’
9
q
邑
≦
霧
審
霞
o
葛
｝
の
」
o
。
1
畠
●

　
犀
。
〈
O
昌
目
圏
①
詳
の
O
げ
犀
①
”
　
U
一
①
国
門
①
一
ず
①
詳
馴
凶
一
一
切
冴
♂
O
巨
の
O
げ
Φ
O
昌
α
b
O
一
詫
富
O
げ
Φ
卜
β
剛
oo
餌
♂
N
9
一
Q
c
①
メ
劇
阜
ピ
ω
●
臼
■
㎝
播
や
　
荷
こ
の
論
文
は

閲
●
閂
O
α
Φ
臣
9
の
編
鞭
者
U
①
弓
U
Φ
信
什
O
o
o
げ
Φ
■
凶
び
Φ
門
餌
一
凶
O
o
巳
口
O
o
》
一
㊤
“
9
ψ
ψ
Oo
O
刈
I
O
O
一
㎝
に
牧
F
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
い
う
「
初
期
的
形
成
」
と
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る
影
響
以
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ド
イ
ッ
支
配
の
終
焉
を
み
た
一
入
二
二
年
迄
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政

治
的
自
由
主
義
の
嚢
現
期
を
封
象
と
す
る
。
當
該
時
期
及
び
こ
れ
以
後
一
八
四
八
年
三
月
革
命
迄
は
“
所
謂
三
月
以
前
（
＜
8
目
母
N
）
は
n
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の



　
　
「
世
界
市
民
主
義
か
ら
國
民
主
義
へ
」
と
い
う
ド
イ
ッ
的
間
題
意
識
を
内
在
す
る
過
渡
期
的
時
期
で
あ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
當
小
論
に
お
い
て
、
當

　
初
は
革
命
直
前
迄
を
意
圖
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
登
揚
す
る
ダ
ー
ル
マ
ン
、
ロ
テ
ッ
ク
及
び
ヴ
ェ
ル
ケ
ル
等
の
各
思
想
家
の
相
互
關
連
や
個
々
の
思
想
内

　
　
容
の
吟
味
等
、
稿
を
改
め
て
試
み
た
い
と
思
う
。

（
1
1
）
　
野
村
兼
太
郎
「
思
想
史
研
究
の
諸
間
題
」
三
田
學
倉
難
誌
第
四
五
巻
第
五
號
四
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ド
イ
ッ
近
代
化

　
ド
イ
ッ
の
近
代
化
が
間
題
と
せ
ら
れ
、
論
議
の
中
心
課
題
と
な
る
場
合
、
近
代
化
の
方
向
並
び
に
そ
の
性
格
を
規
定
す
る
上
に
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
影
響
が
及
ぼ
し
た
重
要
性
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
の
が
概
ね
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
政
治
的
自
由
主
義
も
、
「
政
治
的
自
由
の
理
念
」
を
以
て
そ
の
旗
幟
と
し
、
「
國
民
主
義
の
理
念
」
を
普
遍
化
し
た
一
七
八
九

年
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
影
響
の
も
と
に
勃
興
し
、
錯
綜
し
た
ド
イ
ッ
祉
會
に
破
行
的
乍
ら
も
そ
の
後
の
歴
史
的
推
移
を
辿
る
の
で
あ
る
が
、
革
命

の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
革
命
の
新
理
念
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
た
革
命
勃
震
直
前
の
ド
イ
ッ
の
政
治
的
、
肚
會
的
情
況
に
つ
い
て
暫
く
概
観

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
G
・
P
・
グ
ー
チ
は
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
直
前
の
藪
年
間
は
、
ド
イ
ツ
は
政
治
的
に
は
老
衰
し
、
知
的
に
は
若
返
る
と
い
う
奇
妙
な
光
景
を
呈
し

て
い
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
、
如
何
な
る
意
味
に
お
い
宅
紳
聖
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
で
あ
り
、
帝
國
で
あ
る
の
か
と
鏡
く
訊
し
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
國

は
、
密
か
に
忍
び
寄
る
中
風
の
病
に
患
ら
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
車
輪
は
僅
か
に
廻
韓
を
績
け
て
い
た
が
、
機
械
は
腐
蝕
し
、
從
つ
て
そ
の
出
力

　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
僅
少
で
あ
つ
た
。
」
　
と
簡
明
適
切
に
神
聖
・
ー
マ
帝
國
の
末
期
的
歌
態
を
描
爲
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
過
渡
期
的
ド
イ
ツ
の
批
會
は
「
未
だ
國
家
で
は
な
く
、
そ
の
故
に
國
家
的
、
國
民

的
意
識
が
穫
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
教
養
と
観
照
方
式
（
委
塁
魯
聾
暮
㎎
筆
o
ぎ
）
は
人
間
に
の
み
關
係
し
て
個
人
的
で
あ
り
、
市

民
叉
は
民
族
に
關
す
る
様
式
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
故
に
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
大
帝
以
後
に
お
け
る
ヘ
レ
ニ
ス
ム
ス
と
同
様
に
、
個
人
主
義
の
傍
に

　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
一
七
三
）



　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
一
七
四
）

極
め
て
寛
大
な
世
界
市
民
主
義
（
譲
⑦
一
さ
ロ
彊
Φ
旨
信
日
）
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
國
家
的
義
務
を
等
閑
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
つ
た
。

‘
9
旨
舘
＆
臼
の
い
う
よ
う
に
、
人
は
一
般
に
正
當
な
國
家
的
市
民
で
あ
る
こ
と
な
し
に
、
世
界
市
民
と
な
り
う
る
も
の
と
の
妄
想
が
形
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

れ
で
い
た
の
で
あ
る
。
」
所
謂
、
紳
聖
・
ー
マ
帝
國
は
實
髄
上
は
形
骸
化
し
、
極
端
に
い
え
ば
軍
な
る
地
理
上
の
概
念
に
す
ぎ
ず
、
内
部
は
十
八
世

紀
末
に
お
い
て
も
王
國
、
公
侯
國
、
自
由
都
市
等
名
稻
の
異
る
小
邦
分
立
の
多
元
的
存
在
で
あ
つ
た
。
更
に
各
小
邦
の
内
部
に
お
い
て
は
、
最
上
暦

階
級
に
封
建
的
大
地
主
（
身
冨
溶
目
）
貴
族
階
級
が
存
在
し
、
ブ
ル
ジ
。
ア
ジ
ー
、
中
産
階
級
、
最
下
位
に
勢
働
者
、
農
民
等
が
位
置
し
て
い
た
。

支
配
階
級
と
し
て
の
封
建
的
大
地
主
、
貴
族
は
租
税
徴
牧
椹
、
裁
判
椹
等
の
強
大
な
公
権
力
を
保
持
し
て
い
た
。
恰
も
徳
川
封
建
髄
制
下
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
、
封
建
的
治
者
は
「
國
民
の
他
の
階
暦
か
ら
匠
劃
さ
れ
た
『
身
分
』
た
る
こ
と
を
欲
し
、
そ
の
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
た
。
」
　
の
と
同
様
な

意
味
で
の
支
配
的
「
身
分
」
に
自
己
の
存
在
を
特
色
づ
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
各
邦
國
は
い
わ
ば
カ
ス
ト
的
等
族
國
家
と
い
う
べ
き
朕
態
で
、
政

治
的
秩
序
を
保
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
は
多
少
の
差
異
は
あ
つ
て
も
「
二
百
七
十
の
藩
は
夫
々
閉
鎖
的
な
政
治
箪
位
を
形
成
し
、
大
名

は
自
己
の
領
地
に
封
し
て
獅
自
の
立
法
椹
、
裁
判
椹
を
行
使
す
る
。
．
各
藩
の
間
の
交
通
は
故
意
に
著
し
く
困
難
な
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
各
藩
の
内
部
に
お
い
て
藩
士
は
数
十
の
階
暦
に
よ
つ
て
位
階
づ
け
ら
れ
夫
々
の
身
分
は
之
ま
た
概
ね
固
定
的
で
あ
る
。
」
　
と
い
う
よ
う
な
我
國

封
建
鰹
制
の
歌
態
と
頗
る
類
似
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
一
般
に
近
世
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
お
け
る
國
家
機
展
の
様
式
と
し
て
絶
射
主
義
的
政
治
艦
制
が
近
代
化
へ
の
媒
介
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
近
代

國
民
國
家
に
先
行
す
る
絶
封
主
義
の
役
割
は
、
　
「
封
建
制
の
多
元
的
椹
力
を
中
央
に
一
元
化
し
、
政
治
的
正
統
性
を
最
高
の
君
主
が
獅
占
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
仲
介
勢
力
（
即
o
瑳
o
富
凶
9
需
巨
8
芭
お
の
）
を
解
消
し
、
唯
一
の
國
法
の
支
配
に
服
す
る
同
質
的
H
李
均
的
な
國
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
造
り
出
す
こ
と
に
あ
る
。
」
の
で
あ
り
、
絶
封
主
義
の
段
階
に
入
る
と
共
に
富
國
強
兵
を
命
題
と
し
た
政
治
肚
禽
情
勢
が
女
第
に
形
成
せ
ら
れ
、

そ
れ
に
随
件
し
て
近
代
ブ
ル
ジ
。
ア
ジ
ー
も
副
作
用
的
に
成
育
す
る
母
胎
を
得
て
獲
展
し
、
國
王
の
保
護
奨
働
の
も
と
に
経
濟
的
利
釜
を
追
求
し

つ
つ
自
己
の
立
場
を
伸
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
経
濟
的
利
害
の
派
生
す
る
に
從
つ
て
政
治
上
の
嚢
言
椹
を
要
求
し
、
参
政
槽
獲
得
運
動
を



展
開
す
る
。

　
こ
こ
に
至
つ
て
絶
封
主
義
艦
制
は
動
揺
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
を
経
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
髄
制
が
確
立
す
る
。

　
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
名
碁
革
命
に
よ
つ
て
國
王
、
上
院
及
び
下
院
の
三
機
關
に
よ
る
混
合
形
態
を
基
礎
と
し
て
、
政
治
的
自
由

は
保
謹
さ
れ
、
祉
禽
的
基
盤
の
擾
大
を
當
面
の
課
題
と
す
る
歌
態
で
あ
つ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
限
ら
ず
他
の
國
家
に
お
い
て
も
十
八
世
紀
末
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
國
家
の
性
質
並
び
に
義
務
に
つ
い
て
思
考
し
つ
つ
あ
つ
た
階
級
は
、
帝
國
の
組
織
並
び
に
行
政
の
實
際
問
題
に
湊
頭
し
て
い
た
」
段
階
に
あ
つ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
比
較
し
て
、
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
へ
各
々
の
小
邦
國
は
近
世
に
入
る
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
絶
封
主
義
膿
制
の
段
階
に
入
り

　
　
　
（
7
）

領
邦
國
家
（
円
臼
旨
自
芭
南
鼠
諄
）
の
形
態
を
探
つ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ッ
全
髄
と
し
て
は
、
ツ
ィ
グ
ラ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
所
謂

近
代
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
お
け
る
國
家
形
態
も
、
特
定
の
國
民
と
し
て
相
互
の
共
通
の
特
性
を
意
識
し
そ
の
一
鯉
性
を
守
り
立
て
て
ゆ
こ
う
と
す
る
國

民
的
意
識
も
未
だ
具
有
し
う
る
段
階
で
は
な
く
、
「
言
語
、
宗
教
、
風
俗
、
習
慣
其
他
文
化
的
傳
統
の
共
通
性
を
地
盤
と
し
て
自
己
の
文
化
的
一
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

性
に
つ
い
て
は
明
確
な
自
畳
を
保
有
し
な
が
ら
、
政
治
的
意
義
を
敏
い
て
い
る
」
状
態
に
あ
つ
た
。

　
然
ら
ば
、
政
治
構
造
、
肚
禽
構
成
が
上
述
の
よ
う
な
情
勢
で
あ
る
な
ら
ば
、
グ
ー
チ
に
よ
り
．
．
甘
邑
δ
9
g
巴
お
甘
く
9
霧
8
琴
o
、
、
と
表
現

さ
れ
、
又
ツ
ィ
グ
ラ
ー
に
よ
つ
て
「
國
家
的
義
務
を
看
過
し
、
世
界
市
民
主
義
を
標
榜
し
た
」
と
稔
さ
れ
る
當
時
の
文
化
的
思
潮
は
ど
う
で
あ
つ

た
か
。

　
ト
マ
ジ
ウ
ス
　
（
O
げ
凋
一
〇〇
就
騨
昌
目
聞
O
目
㊤
o
a
一
9
の
）
、
．
メ
ン
デ
ル
ス
“
ソ
ー
ン
　
（
目
O
酸
①
砂
鵠
Φ
β
匙
Φ
一
〇〇
〇
q
O
げ
口
）
、
　
ニ
コ
ラ
イ
（
O
げ
H
尻
辟
O
づ
げ
勾
。
乞
8
0
一
巴
）
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
9
薯
●
一
Φ
き
巨
N
）
、
ヴ
ォ
ル
フ
（
O
げ
同
謎
岳
帥
昌
と
＜
O
一
南
）
よ
り
レ
ッ
シ
ン
グ
（
Ω
○
菖
げ
〇
一
q
国
●
一
〇
器
置
騎
）
、
カ
ン
ト
（
H
菖
ヨ
㊤
昌
自
巴

国
餌
暮
）
に
至
る
啓
蒙
思
想
家
達
は
、
他
の
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
國
に
お
廿
る
よ
う
に
市
民
の
政
治
的
経
濟
的
自
己
主
張
の
表
現
と
な
る
よ
り
も
、
市
民

の
個
人
的
思
惟
生
活
の
合
理
的
形
成
の
原
理
と
な
つ
て
現
れ
、
實
際
的
問
題
へ
の
適
感
性
を
訣
い
て
い
た
。
然
し
、
十
八
世
紀
後
牛
の
ワ
イ
マ
ー

ル
に
お
い
て
は
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
の
二
詩
星
を
中
心
と
し
て
籔
多
の
詩
人
、
文
學
者
が
集
い
、
他
方
イ
エ
ナ
を
中
心
に
カ
ン
ト
哲
學
の
糠
承
者
で

　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
一
七
五
）



　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ご
　
　
　
（
一
七
六
）

あ
る
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
．
｛
リ
ン
グ
、
へ
ー
ゲ
ル
等
の
近
世
の
大
思
想
家
が
深
遠
な
る
哲
學
を
展
開
し
て
い
た
。
當
時
の
思
想
家
の
中
で
も
、
政
治
的

法
律
的
諸
問
題
に
關
心
を
寄
せ
る
も
の
は
、
ル
ソ
ー
、
モ
γ
テ
ス
キ
ュ
ー
等
の
著
作
を
緬
き
、
且
つ
當
時
の
主
流
的
思
想
で
あ
る
自
然
法
學
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

研
究
に
從
事
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
然
し
、
そ
の
よ
う
な
田
心
想
家
で
あ
つ
て
も
、
形
而
上
學
的
立
場
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
學
論
を
學
論
と
し
て
の
み
探
究
し
、
形
骸
化
し
て
い
た
紳

聖
・
ー
マ
帝
國
の
改
善
方
途
を
提
供
し
た
り
、
實
際
肚
會
の
諸
間
題
に
稗
釜
す
る
こ
と
は
　
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
は
い
う
、
「
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
の
激
昂
の
中
か
ら
世
界
的
な
人
間
性
の
理
想
が
純
化
せ
ら
れ
て
高
ま
つ
て
來
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
共
に
、
そ
れ
は
再
び
國
民
の
政
治
的
生
活
と
い
う
問
題
か
ら
離
れ
政
治
的
世
界
に
鋤
す
る
感
畳
を
久
し
く
弱
め
て
し
ま
つ
た
。
」
　
又
「
フ
ラ
ン

ス
に
お
い
て
は
、
新
し
い
國
民
的
理
念
を
作
り
出
し
た
の
は
市
民
的
フ
ラ
ン
ス
と
文
學
的
フ
ラ
ン
ス
の
結
合
髄
で
あ
つ
た
が
、
ド
イ
ッ
に
お
い
て

は
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
た
だ
文
學
的
ド
イ
ッ
の
み
で
あ
つ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
人
は
國
民
的
理
念
を
充
分
な
意
識
と
強
い
意
圖
を
以
て
作
り
出
し

た
が
、
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
、
新
し
い
國
民
精
神
は
、
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
附
随
的
に
新
し
い
偉
大
な
詩
人
や
思
想
家
た
ち
の
精
神
的
な
仕
事

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
中
か
ら
生
れ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
y

　
「
國
家
第
一
の
召
使
」
（
一
Φ
b
8
昆
臼
a
巨
霧
試
2
①
）
を
以
て
著
名
な
る
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ニ
世
を
典
型
と
す
る
「
啓
蒙
專
制
政
治
」
治
下
に

お
い
て
、
ゲ
ー
テ
は
そ
の
プ
・
シ
ヤ
に
封
す
る
關
心
以
上
に
、
個
人
と
し
て
賢
明
な
る
君
主
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
に
愛
着
を
感
ず
る
と
自
ら
披
渥
し

（
1
3
）

た
こ
と
に
よ
つ
て
も
覗
わ
れ
る
よ
う
に
、
當
時
の
ド
ィ
ッ
の
思
想
家
は
、
國
家
及
び
政
治
に
は
盤
り
關
心
を
示
さ
ず
、
所
謂
白
o
詳
ε
茜
霧
言
琴

の
世
界
に
定
住
し
、
精
神
的
、
観
念
的
世
界
に
お
い
て
の
み
國
家
、
政
治
、
個
人
を
認
識
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
這
般
の
情
勢
の
う
ち
に
隣
國
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
革
命
が
勃
穫
し
た
。
こ
の
報
道
が
傳
わ
る
と
、
ド
イ
ッ
の
思
想
家
及
び
一
般
民
衆
は
異
常
な

感
激
を
以
て
革
命
禮
讃
の
意
を
表
し
た
。
　
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
穫
生
の
場
面
は
、
ド
イ
ッ
の
輿
論
を
代
表
す
る
大
多
数
の
人
々
に
よ
つ
て
徹
喜
の
眼

を
以
て
注
覗
さ
れ
た
。
そ
の
原
理
は
老
若
に
よ
つ
て
、
ブ
ル
ジ
ξ
ノ
ジ
ー
に
よ
つ
て
、
職
人
、
學
者
、
農
民
に
よ
つ
て
す
べ
て
の
入
々
に
ょ
つ
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

神
の
幅
音
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
」
　
の
で
あ
る
。
言
う
迄
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
國
民
主
義
、
自
由
主
義
を
爾
翼
の
理
念
と
し
た
民
主
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
國
民
主
義
の
擾
大
と
強
烈
化
を
促
進
す
る
最
も
張
力
な
る
原
動
力
」
的
要
素
で
あ
る
。
こ
の
新
理
念
が
ヨ
ー
採
ッ
パ
肚

禽
史
上
に
登
場
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
ド
イ
ッ
も
又
「
國
家
や
國
家
に
劃
す
る
國
民
の
關
係
が
、
成
程
活
動
的
關
與
の
封
象
に
な
ら
な
か
つ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
い
へ
、
再
び
最
も
興
味
あ
る
反
省
の
奨
象
と
な
る
こ
と
が
出
來
た
」
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
政
治
的
自
由
と
統
一
に
つ
い
て
の
不
可
嵌
の
新
理

念
も
、
そ
れ
を
捲
う
べ
き
市
民
暦
の
耐
會
的
未
成
年
歌
態
が
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
極
め
て
顯
著
で
あ
つ
た
た
め
、
箪
に
刺
戟
的
な
理
論
以
上
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

義
を
持
ち
得
ず
、
現
實
の
杜
禽
的
實
践
的
問
題
の
中
に
お
い
て
こ
の
新
理
念
を
活
用
す
る
術
が
な
か
つ
た
。
然
し
、
フ
テ
ン
ス
に
お
い
て
革
命
の

進
展
す
る
に
從
い
、
當
初
に
革
命
を
讃
美
し
た
階
級
も
徐
々
に
革
命
に
封
す
る
嫌
悪
感
を
抱
く
に
至
り
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
を
呪
誼
す
る
に
至
つ

た
。

　
故
に
、
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
國
民
が
「
一
定
の
歴
史
的
段
階
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
外
的
刺
戟
を
契
機
と
し
て
從
前
の
環
境
的
依
存
よ
り
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

か
れ
少
か
れ
自
畳
的
な
轄
換
に
よ
つ
て
自
己
を
政
治
的
國
民
に
迄
高
め
る
」
た
め
の
外
的
要
因
は
、
革
命
後
に
績
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ド
イ
ッ
支
配

に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
9
乍
0
8
0
｝
二
　
〇
①
吋
旨
暫
昌
矯
費
昌
O
叶
げ
Φ
問
3
目
魯
園
①
ぐ
o
冒
試
9
ポ
一
旨
O
．
℃
●
一
●

　
（
2
）
白
答
田
罐
一
〇
コ
9
Φ
鴨
凶
ω
試
α
q
①
昌
旨
画
。。
。
N
芭
雰
望
弓
α
5
巨
㎎
害
u
Φ
暮
。
。
魯
冒
募
言
図
曳
q
民
図
図
｝
鼠
｝
弓
言
民
①
詳
一
㊤
b
。
ド
ω
知
一
。

　
（
3
）
　
丸
山
眞
男
著
「
目
本
政
治
思
想
史
研
究
」
第
三
章
三
二
六
頁
。

　
（
4
）
　
丸
山
前
掲
書
　
三
二
八
頁
。

　
（
5
）
　
丸
山
前
掲
書
　
三
四
四
頁
。

　
（
6
）
O
o
o
魯
”
ぎ
す
や
曽
。

　
（
7
）
　
奮
ド
イ
ッ
帝
國
の
領
土
全
禮
を
閃
①
ざ
房
α
q
Φ
獣
9
と
稻
す
る
に
封
し
て
、
そ
の
中
の
個
々
の
國
家
の
領
土
（
一
画
昌
山
霧
槻
①
獣
9
）
　
を
白
①
崔
一
ε
吋
ご
ヨ
と

　
　
　
い
う
。

　
（
8
）
　
丸
山
前
掲
書
　
三
二
一
頁
。
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七
）
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八
）

労
國
9
①
巳
巳
“
U
霞
U
雲
冨
。
げ
①
■
害
曾
巴
一
曽
員
9
這
畠
・
図
目
く
●

　
円
目
o
営
o
o
犀
9
　
≦
巴
9
響
的
Φ
同
δ
葺
β
∈
旨
Z
餌
怠
9
る
訂
審
碧
｝
ぢ
詰
●
矢
田
俊
隆
課
　
四
〇
頁
。

　
マ
イ
ネ
ヅ
ケ
（
矢
田
課
）
前
掲
書
　
三
六
頁
。

　
啓
蒙
專
制
政
治
の
形
態
は
周
知
の
よ
う
に
十
八
世
紀
ヨ
ー
・
ヅ
パ
の
特
色
で
あ
り
、
プ
・
シ
ヤ
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヅ
ヒ
ニ
世
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
マ
リ
ア
・
テ

レ
ジ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
の
チ
ヤ
r
ル
ス
三
世
等
々
の
治
下
は
す
べ
て
こ
の
形
態
に
届
す
る
政
治
様
式
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
プ
ロ
シ
ヤ
の
フ
リ
ー

ド
リ
ヅ
ヒ
ニ
世
の
採
つ
た
形
態
は
最
も
こ
の
特
色
を
示
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

N
画
Φ
的
一
〇
り
”
　
鋤
。
鉾
O
。
¢
刈
ド

Ω
o
o
o
げ
“
　
一
び
一
画
●
マ
㏄
¢
●

M
｛
。
国
o
｝
5
”
目
げ
①
富
＄
o
臨
2
辞
一
9
巴
一
。
。
巳
堕
一
濾
o
o
。
マ
o
o
。

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
（
矢
田
課
）
前
揚
書
　
三
八
頁
。

O
o
O
o
｝
二
　
一
ご
置
・
マ
刈
O
ー
刈
b
o
。

丸
山
前
掲
書
　
三
二
三
頁
。

三
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
ド
イ
ッ
自
由
主
義

　
革
命
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
普
填
蓮
合
軍
及
び
職
州
第
一
吹
大
同
盟
（
雲
屋
廿
Ω
お
暮
O
O
巴
三
9
）
と
の
間
に
、
所
謂
革
命
戦
夢
を
飴
儀
な
く
さ
れ
、

ジ
ャ
三
ハ
ン
派
（
鼠
8
ぼ
凄
）
の
蓬
頭
を
み
た
が
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
恐
怖
政
治
は
ほ
ど
な
く
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
（
一
窓
餌
9
一
9
爵
零
臣
己
？

匡
9
ロ
①
）
を
経
て
終
結
し
、
第
二
次
大
同
盟
の
締
結
を
契
機
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
事
凋
裁
を
誘
い
、
】
七
九
九
年
ー
一
八
〇
一
年
の
オ
ー
ス
ト

リ
ー
の
敗
北
、
次
い
で
、
一
八
〇
六
年
イ
ェ
ナ
に
お
け
る
プ
・
シ
ヤ
の
敗
北
、
及
び
同
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
王
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
國
の
位
を
莫
奪
さ

れ
、
こ
こ
に
既
に
形
骸
化
し
て
い
た
神
聖
・
ー
マ
帝
國
は
瓦
解
し
、
ド
イ
ッ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
下
に
入
つ
た
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
と
そ
れ
に
績
く
ド
イ
ッ
支
配
は
、
さ
き
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
、
槻
念
的
に
新
理
念
を
作
用
せ
し
め
た
の
に
比
し
、
實
質
的
に

ド
イ
ツ
自
由
主
義
に
大
な
る
影
響
を
與
え
た
の
で
あ
る
。



　
「
も
し
彼
に
し
て
引
綾
き
支
配
者
た
る
の
地
位
を
維
持
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
、
恐
ら
く
彼
は
ド
イ
ツ
諸
侯
の
支
配
に
終
結
を
與
へ
た
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
果
然
ド
イ
ツ
に
お
い
て
民
衆
の
向
上
及
び
一
切
の
現
存
事
物
倒
壊
を
目
指
す
激
し
い
熱
狂
が
日
程
に
上
つ
て
來
た
。
し
か
し
乍
ら

此
の
國
に
お
い
て
は
こ
れ
等
の
理
念
は
そ
れ
自
身
の
内
面
よ
ヴ
し
て
は
何
事
を
も
爲
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
す
べ
て
は
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

随
を
事
と
し
て
生
起
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
の
ラ
ン
ケ
（
b
①
8
0
缶
く
暮
即
導
溶
）
の
言
に
よ
つ
て
も
覗
わ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
ラ
イ
ン
・
ウ

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
方
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
に
露
し
、
一
八
〇
七
年
に
は
、
元
來
プ
・
イ
セ
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン
等
の
一
部
分
の
領
土
か
ら
な
る

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王
國
が
成
立
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
初
の
近
代
的
憲
法
が
探
用
さ
れ
、
法
律
に
お
け
る
一
般
平
等
椹
が
與
え
ら
れ
て

隷
農
制
は
慶
止
さ
れ
、
封
建
的
大
地
主
は
そ
の
地
位
を
解
鰹
さ
れ
、
中
小
自
作
農
と
化
し
、
言
論
、
螢
業
等
の
自
由
が
確
保
さ
れ
、
資
本
主
義
勃

興
の
中
心
地
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
弐
い
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
バ
ー
デ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
等
の
南
ド
イ
ツ
諸
邦
も
フ
ラ
ン
ス
的
統
治
形
式
と
行
政
原
理
が
移
植
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
つ
て
自
由
且
つ
李
等
の
原
則
下
に
置
か
れ
る
統
一
的
公
民
n
均
等
課
税
、
信
教
の
自
由
、
兵
役
義
務
の
一
般
化
H
が
制
限
的
乍
ら
も
實
現

　
　
（
2
）

さ
れ
た
。

　
然
し
、
こ
れ
ら
の
個
々
に
薦
す
る
影
響
よ
り
も
更
に
大
な
る
問
題
は
、
「
封
建
肚
會
の
多
元
的
分
裂
が
外
國
勢
力
に
直
面
し
て
そ
の
無
力
を
曝

露
し
た
と
き
、
國
家
的
獅
立
の
た
め
の
國
民
的
統
一
の
要
請
は
國
内
封
策
と
し
て
二
つ
の
方
向
を
取
つ
て
現
わ
れ
た
。
一
は
政
治
力
の
國
家
的
凝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

集
と
し
て
、
他
は
そ
の
國
民
的
滲
透
」
と
し
て
國
家
統
一
へ
の
要
求
が
、
自
由
主
義
を
手
段
方
途
と
し
て
現
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
一
八
〇
六
年
イ
ェ
ナ
に
お
い
て
敗
退
し
た
封
建
王
國
プ
π
シ
ヤ
は
、
翌
年
七
月
チ
ル
シ
ツ
ト
で
屈
辱
的
嬉
和
を
結
び
、
封
建
領
主

貴
族
、
市
民
、
農
民
等
と
階
暦
的
に
湿
劃
さ
れ
た
身
分
的
構
成
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
の
人
格
と
中
世
的
忠
誠
観
念
の
惰
性
と
に
よ
つ
て
維

持
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
漸
く
新
時
代
の
要
求
と
合
致
し
な
く
な
り
、
國
家
的
關
心
並
び
に
國
民
的
自
由
の
観
念
が
喚
起
さ
れ
、
プ

ロ
シ
ヤ
の
再
興
を
圖
る
に
は
、
も
は
や
國
民
の
公
的
生
活
の
参
加
な
く
し
て
は
奮
來
の
統
治
思
想
、
義
務
意
識
で
は
及
ば
な
い
情
勢
と
な
つ
た
。

　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
一
七
九
）



　
　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成
と
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
大
　
　
　
（
一
八
0
）

プ
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
、
こ
の
困
難
な
最
初
の
國
家
改
造
の
任
務
を
捲
つ
た
の
は
言
う
迄
も
な
く
シ
ェ
タ
イ
γ
（
閂
く
9
ω
富
言
）
で
あ
る
。

　
シ
ュ
タ
イ
ン
は
そ
の
改
革
を
ま
ず
肚
會
構
造
の
根
本
的
改
革
か
ら
着
手
し
た
。

　
一
八
〇
七
年
十
月
、
そ
の
十
二
條
に
「
．
一
八
一
〇
年
の
聖
マ
ル
テ
ィ
ン
祭
を
以
て
わ
が
領
土
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
隷
農
制
を
慶
止
す
る
。
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ル
テ
ィ
ン
祭
以
後
は
す
べ
て
手
等
な
國
民
と
な
る
」
と
い
う
著
名
な
「
国
島
葬
α
9
霞
蚕
。
算
Φ
旨
9
閃
①
簿
N
g
q
坤
α
窪
O
Φ
ぼ
雲
魯
山
霧

O
旨
鼠
①
戯
窪
言
目
の
零
＆
①
＆
o
冨
易
3
ま
冨
ロ
＜
①
旨
普
言
霧
山
霞
b
彗
象
①
名
畠
昌
需
冨
曾
①
崩
①
呂
」
「
土
地
所
有
の
簡
易
化
及
び
そ
の
自

由
な
使
用
、
並
に
農
民
の
身
分
的
關
係
に
關
す
る
敷
令
」
を
獲
布
し
、
世
襲
隷
農
制
の
康
止
、
賦
役
義
務
、
自
由
な
職
業
選
樫
の
障
害
等
が
除
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

さ
れ
、
貴
族
階
級
の
特
椹
も
解
消
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
一
蓮
の
批
會
的
李
等
理
念
の
適
用
は
、
必
然
的
に
軍
事
組
織
の
根
本
的
改
革
、
並
に
教
育
制
度
の
改
良
を
誘
致
し
た
。
す
な
わ
ち
、
シ

ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
（
0
9
雲
巴
く
自
望
富
旨
げ
9
ω
紳
）
に
よ
る
軍
制
改
革
阿
國
民
皆
兵
制
度
探
用
の
提
唱
”
フ
ン
ボ
ル
ト
（
毛
ま
①
ぎ
く
9

国
自
冨
げ
o
一
癖
）
に
よ
る
教
育
制
度
の
改
良
”
ペ
ス
タ
・
ッ
チ
の
教
育
思
想
に
基
づ
く
人
文
主
義
の
原
理
H
等
で
あ
る
。

　
叉
、
行
政
機
構
の
面
に
お
い
て
も
新
時
代
の
要
望
に
合
致
す
べ
き
改
革
が
必
然
的
課
題
に
な
つ
て
い
た
。
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
こ
の
改
革
は
、

當
時
の
プ
・
シ
ヤ
に
限
ら
ず
、
そ
の
後
の
ド
イ
ッ
一
般
の
立
憲
政
治
の
展
開
に
重
大
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

　
今
暫
ら
く
、
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
行
政
改
革
の
新
理
念
”
す
な
わ
ち
、
そ
の
政
治
思
想
H
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
そ
の
片
鱗
を
恒
間
見
て
み
よ
う

と
思
う
。

　
一
八
〇
六
年
四
月
二
七
日
を
以
て
表
わ
さ
れ
た
、
　
「
U
胃
馨
σ
一
影
ロ
㎎
q
臼
ま
巨
o
旨
騨
津
9
0
茜
窪
置
彗
凶
9
α
霧
国
㊤
び
言
①
辞
ω
g
昌
q
山
臼

乞
9
毛
o
呂
戯
ぎ
詳
α
霞
霞
匡
5
P
㎎
o
汐
R
旨
目
諄
霞
芭
－
国
o
畦
臼
窪
押
U
Φ
爵
零
胃
洋
ぎ
日
蛤
●
》
胃
一
一
●
一
〇
。
8
」
　
（
官
房
制
度
の
弊
害
並
に
大

臣
會
議
組
織
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
提
言
）
に
お
い
て
、
彼
は
プ
・
シ
ヤ
に
お
け
る
從
來
の
統
治
形
態
の
攣
遷
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ
、
次

の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。



　
「
フ
リ
1
ド
リ
ッ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
」
世
は
、
親
ら
執
政
し
、
諸
大
臣
を
集
合
し
て
、
諮
問
し
、
決
断
し
、
諸
大
臣
に
よ
つ
て
實
施
し
た
。

彼
は
、
現
存
し
て
い
る
行
政
諸
官
臆
を
形
成
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
英
明
さ
と
力
と
に
よ
つ
て
統
治
し
、
好
結
果
を
得
た
，
の
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド

リ
ッ
ヒ
大
王
は
親
政
し
た
が
、
諸
大
臣
と
文
書
や
會
議
に
よ
つ
て
協
議
し
、
彼
ら
に
よ
つ
て
實
施
し
た
。
彼
の
官
房
顧
間
官
（
国
筈
置
0
9
賀
彗
）

ら
は
大
王
の
意
思
の
あ
る
と
こ
ろ
を
筆
記
し
た
の
で
あ
つ
て
、
何
ら
の
影
響
を
も
た
な
か
つ
た
。

　
彼
は
國
民
の
敬
愛
、
盟
邦
の
尊
敬
、
隣
邦
の
信
頼
を
得
て
い
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
・
貼
二
世
は
、
彼
を
廻
る
側
近
の
寵
臣
の
影

響
下
に
お
い
て
政
治
を
行
つ
た
。
と
れ
ら
の
寵
臣
は
、
國
王
と
そ
の
正
當
な
諮
間
官
（
閃
鉾
鴨
ぴ
段
）
の
間
に
入
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
現
在
、

國
王
は
官
房
顧
間
官
や
そ
れ
に
結
託
し
て
い
る
ハ
ウ
ク
ヴ
ィ
ツ
伯
（
毎
9
窪
＜
9
閏
き
瞬
＆
言
）
ら
と
討
議
し
、
協
議
し
、
決
定
し
て
い
る
の

で
あ
つ
て
、
諸
大
臣
は
動
議
を
提
出
し
、
こ
の
會
合
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
決
議
事
項
を
實
施
す
る
だ
け
で
あ
る
。
…
…
こ
の
新
國
家
機
構
は
合
法

的
な
存
在
で
な
く
、
叉
公
式
的
に
認
め
ら
れ
た
存
在
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
そ
れ
は
國
王
の
前
で
、
國
王
の
名
に
お
い
て
討
議
し
、
議
決
し
、
諸
事
を
片
附
け
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
全
椹
力
、
全
て
の
事
項
の
最
絡
決
定
権
を
掌
握
し
て
い
る
が
、
無
答
責
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
國
王
の
人
格
が
彼
ら
の
行
爲
を
紳
聖

化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
國
家
の
最
高
官
吏
H
大
臣
昌
は
、
動
議
提
出
、
實
行
の
責
任
を
捲
い
、
且
又
輿
論
の
も
と
に
服
す
る
義
務
が
あ
る
。

諸
大
臣
自
身
の
全
て
の
統
一
は
失
わ
れ
て
來
た
。
そ
れ
は
不
必
要
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
ら
全
て
の
一
致
共
同
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

確
信
や
、
議
決
の
成
果
は
、
官
房
顧
問
官
の
同
意
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
バ
イ
メ
（
】
W
昌
琶
o
）
、
ハ
ゥ
ク
ヴ
ィ
ツ
（
閏
㌣

鐸
騎
＆
言
）
、
・
ζ
ハ
ル
ト
（
b
o
日
訂
鼠
）
等
の
君
側
の
好
に
封
し
て
鏡
く
痛
罵
し
、
こ
れ
ら
の
君
側
の
好
に
よ
る
官
房
政
治
が
プ
・
シ
ヤ
の
國
情

に
有
害
な
こ
と
を
指
摘
し
、
官
房
政
治
の
慶
止
を
提
言
す
る
の
で
あ
る
。

　
叉
、
他
の
論
述
「
ご
9
零
ω
巴
富
薯
霧
類
巴
ξ
昌
㎎
（
q
鼠
暮
富
暮
）
」
（
自
治
論
）
に
お
い
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
國
民
の
公
的
間
題
へ

の
關
與
は
軍
に
表
面
上
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
立
法
機
關
は
唯
箪
に
記
録
を
保
持
す
る
行
政
官
臆
（
8
臓
ω
鼠
Φ
お
区
窪
く
霞
≦
1
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一
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一
）
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初
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史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
一
八
二
）

巴
言
昌
㎎
の
び
①
げ
曾
q
）
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
の
官
僚
機
關
（
冒
霧
魯
置
窪
名
8
窪
）
は
複
雑
多
岐
に
組
成
さ
れ
、
且
つ
立
派
に
完
備
し
て
い
て
、
す
べ
て
の
問
題
に
干
渉
し
、
一
個
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

自
由
奔
放
な
、
前
後
の
顧
慮
な
い
意
志
に
よ
つ
て
支
配
監
督
さ
れ
て
い
る
。
」
　
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
指
向
す
る
と
こ
ろ
H
す
な
わ
ち
、

彼
の
政
治
理
想
”
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
國
王
の
椹
利
と
椹
力
は
紳
聖
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
、
ご
の
椹
利
及
び
、
絶
封
的
椹
力
が
、
そ
の
中

に
存
在
し
て
い
る
善
良
な
る
も
の
（
Q
暮
o
）
を
効
力
あ
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
よ
つ
て
國
民
の
願
望
を
認
識
し
、
確
實
な
生
活
を
與
え
る

こ
と
が
可
能
な
よ
う
な
方
法
手
段
が
、
そ
の
最
高
の
椹
力
に
與
え
ら
れ
て
い
る
事
が
わ
れ
わ
れ
に
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
・
…
：
そ
れ
故
に

自
分
の
計
叢
に
お
い
て
は
、
各
々
の
積
極
的
な
國
家
市
民
は
、
一
〇
〇
フ
ー
7
エ
ン
の
所
有
者
で
も
、
農
業
、
工
業
、
商
業
の
如
何
な
る
職
業
に

從
事
す
る
も
の
で
も
、
或
は
市
民
的
職
業
を
螢
む
も
の
も
、
叉
國
家
と
精
神
的
紐
帯
に
よ
つ
て
結
ば
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
何
れ
も
全
て
代
議
椹

（
①
置
勾
9
暮
N
霞
勾
①
胃
舘
9
雷
一
凶
9
）
を
持
つ
も
の
で
あ
つ
た
。
…
…
こ
の
よ
う
な
方
途
に
よ
つ
て
の
み
國
民
精
紳
は
實
際
的
に
覧
醒
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
、
存
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
論
述
に
お
い
て
理
解
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
啓
蒙
專
制
政
治
の
惰
性
に
鉗
し
て

の
批
判
的
精
神
が
顯
現
さ
れ
て
お
り
、
第
二
に
は
國
民
を
國
家
的
公
務
に
關
與
せ
し
め
る
自
治
思
想
で
あ
り
、
第
三
に
國
民
代
議
制
の
観
念
で
あ

る
。

　
以
上
の
シ
ェ
タ
イ
ン
の
包
藏
す
る
改
革
思
想
が
一
八
O
八
年
十
一
月
十
九
日
の
都
市
條
令
「
O
鼠
昌
q
昌
㎎
h
黛
。
Q
飲
冨
岳
9
0
禦
鋒
盆
q
霞
胃
①
㌣

隆
零
げ
窪
旨
9
貰
魯
貯
」
（
プ
ロ
シ
ヤ
王
國
全
都
市
に
封
し
て
の
敷
令
）
に
具
龍
的
に
表
現
せ
ら
れ
、
永
ら
く
專
制
主
義
下
に
お
い
て
、
國
家
監

督
の
下
に
受
難
の
日
を
逸
つ
て
い
た
都
市
が
、
自
治
椹
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
市
民
階
級
は
市
長
、
市
會
議
員
を
選
墨
す
る
椹
利
を
得
て
、
間
接
選
塁
権
を
獲
得
し
、
裁
判
椹
、
警
察
椹
等
を
除
く
一
切
の
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

行
政
は
各
都
市
の
自
治
椹
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
政
治
的
自
由
の
具
艦
的
表
現
が
ド
イ
ッ
近
代
史
上
始
め
て
現
出
し
、
後
世
プ
・
シ
ヤ
都
市
の
基
礎
的
法
規
と
な
つ
た
の
み



で
な
く
、
プ
ロ
シ
ヤ
以
外
に
お
い
て
も
模
範
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
都
市
制
度
の
改
革
に
引
績
き
一
八
O
八
年
十
二
月
十
六
日
の
「
｝
昌
ぎ
器
身
罠
冨
旦
象
①
＜
o
感
＆
臼
毎
＜
o
匡
器
の
暮
㎎
q
①
H
o
び
霞
馨
窪

望
器
富
冨
ぎ
鼠
窪
」
（
最
上
級
の
國
家
官
臆
の
改
正
制
度
に
つ
い
て
の
告
示
）
に
よ
つ
て
中
央
官
聴
の
再
組
織
が
行
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王
國
に
倣
つ
て
内
務
、
大
藏
、
外
務
、
軍
務
及
び
司
法
の
五
部
の
大
臣
制
度
が
設
置
さ
れ
た
。

　
シ
ュ
タ
イ
γ
に
よ
る
行
政
機
構
改
革
、
都
市
條
令
、
解
放
令
護
布
等
の
一
蓮
の
自
由
主
義
改
革
の
理
念
と
方
針
を
縫
承
し
て
そ
の
責
を
捲
つ
た

の
は
、
F
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
八
一
〇
年
十
月
二
十
七
日
「
＜
R
9
身
9
瞬
警
臼
蝕
o
奉
N
ぎ
号
詳
Φ
＜
霞
壁
器
目
騎
呂
Φ
婦
＆
霞
斡
9
ω
鼠
鉾
菩
Φ
ま
旨
9
」
（
全

國
家
最
上
級
官
臆
の
改
正
制
度
に
關
す
る
條
令
）
を
襲
布
し
、
一
、
国
ぎ
言
o
辞
（
宮
廷
参
議
院
）
二
、
目
凶
β
韓
臼
ご
巨
（
内
閣
）
三
、
ω
富
曽
富
肖
鴛

（
國
務
参
議
院
）
の
三
統
治
官
磨
機
關
を
設
置
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン
の
革
新
の
基
礎
の
上
に
行
政
改
革
を
断
行
し
、
更
に
租
視
制
度
の
改
革
に
も
着

手
し
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王
國
の
租
税
立
法
を
基
礎
と
し
て
、
都
市
及
び
農
村
に
均
等
な
間
接
視
（
消
費
視
、
奢
修
視
）
を
實
施
し
、
更
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

八
】
○
年
に
螢
業
に
課
税
制
を
設
け
た
。

　
こ
の
所
謂
「
シ
ュ
タ
イ
γ
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
改
革
」
を
中
心
と
し
た
諸
々
の
國
家
、
肚
會
の
諸
改
革
は
、
「
プ
・
シ
ヤ
は
沈
論
の
底
に
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

た
當
時
程
大
な
る
時
は
な
か
つ
た
」
の
で
あ
り
、
　
「
ド
イ
ツ
自
由
主
義
が
眞
に
自
ら
を
理
解
す
る
な
ら
自
由
職
雫
に
先
立
つ
こ
の
時
期
が
そ
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

誕
の
時
で
あ
り
、
政
治
的
自
由
と
精
紳
的
自
由
と
の
結
合
の
裡
に
な
お
こ
の
自
由
主
義
の
力
の
最
も
彊
い
根
が
横
わ
つ
て
い
る
」
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
然
し
、
そ
れ
は
「
上
か
ら
の
自
由
主
義
的
改
革
」
で
あ
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
如
く
、
封
建
肚
禽
の
胎
内
に
成

長
し
た
市
民
階
級
が
封
建
的
な
抑
墜
と
身
分
的
秩
序
の
権
桔
と
を
自
ら
解
放
せ
ん
と
し
て
貴
族
、
僧
侶
の
如
き
醤
勢
力
と
闘
孚
を
行
い
、
そ
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

果
勝
ち
得
た
下
か
ら
の
革
命
」
で
は
な
く
我
が
明
治
維
新
と
同
様
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
テ
ィ
ー
デ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
シ

ュ
タ
イ
ン
の
も
と
に
お
け
る
プ
・
シ
ヤ
の
改
革
は
、
．
寄
①
浮
a
江
目
oo
冨
暮
①
g
臣
山
霞
O
Φ
冒
o
言
絶
蜀
坤
＆
一
一
窪
．
、
（
共
同
肚
會
を
形
成
せ
ん
が
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逸
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史
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四
九
　
　
　
（
一
八
三
）



　
　
　
濁
逸
自
由
主
義
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初
期
的
形
成
と
史
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背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
一
八
四
）

た
め
の
國
家
に
お
け
る
自
由
）
で
あ
り
、
、
．
寄
①
ぎ
①
詳
＜
9
乙o
壁
鉾
o
。
．
と
し
て
の
自
由
で
は
な
い
。
こ
こ
に
ル
ソ
ー
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

念
と
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
惟
の
非
蓮
績
性
が
あ
る
」
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
當
初
に
學
げ
た
ト
ラ
イ
チ
ェ
ケ
、
ト
レ
ル
チ
の
主
張
す
る
「
自
由
の
ド
イ
ツ
的
理
念
」
の
初
期
の
形
成
が
顯
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。　

さ
て
プ
・
シ
ヤ
の
屈
辱
的
嬉
和
、
並
に
シ
ュ
タ
イ
γ
を
中
心
と
し
た
革
新
政
策
は
、
ド
イ
ッ
の
文
化
人
を
刺
激
し
て
膨
、
浜
と
し
て
國
民
的
統
一

　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
要
求
を
喚
起
し
た
。
こ
の
動
向
に
寄
與
し
た
の
は
い
う
迄
も
な
く
、
フ
ィ
ヒ
テ
と
そ
の
．
．
即
巴
窪
”
疹
島
①
留
暮
蓉
ぎ
乞
彗
一
9
（
一
・
o
O
Q
o
）
．
．
で

あ
る
。
「
総
じ
て
一
定
の
力
強
い
活
氣
あ
る
内
容
が
國
民
理
念
の
中
に
流
れ
こ
ん
だ
こ
と
、
國
民
理
念
が
軍
に
興
味
を
以
て
静
観
的
に
様
々
に
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

案
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
は
つ
き
り
と
肯
定
さ
れ
、
大
な
る
熱
惰
を
得
た
と
い
う
こ
と
に
、
實
際
す
べ
て
は
蹄
着
し
た
」
と
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
ド
イ
ツ
國
民
國
家
の
理
念
形
成
に
寄
與
し
た
存
在
は
大
き
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
精
神
的
作
興

の
理
念
と
政
治
的
革
新
の
要
望
は
相
侯
つ
て
｝
八
コ
ニ
年
四
月
か
ら
の
プ
・
シ
ヤ
を
中
心
と
し
た
「
自
由
解
放
戦
雫
」
（
閃
①
坤
巴
舅
暢
ξ
δ
㎎
）
を

惹
起
し
、
同
年
十
月
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
退
に
よ
り
所
謂
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
」
は
こ
こ
に
終
止
符
を
打
つ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
ラ
ン
ケ
著
（
鈴
木
・
相
原
課
）
　
「
世
界
史
概
観
」
三
〇
五
頁
。

　
（
2
）
罫
乙α
♂
ぎ
巨
冒
鴨
ご
①
9
。
。
魯
Φ
＜
霞
蜜
。。
。
q
目
鴨
鴨
。
。
。
露
。
算
Φ
＜
o
目
毎
課
琶
需
α
霧
一
㊤
。
『
9
ぼ
o
ど
邑
臼
錺
玄
の
N
霞
O
Φ
峻
雪
薯
四
昌
L
露
。
・

　
　
る
Q
乙
Q
●
陣
O
～
鱒
ト

　
　
　
卑
缶
胃
ε
渥
”
ご
Φ
暮
。q
9
Φ
＜
⑦
匡
器
ω
琶
鵯
鮫
霧
9
一
。
算
Φ
〈
。
p
り
㎝
し
魯
昌
琶
α
Φ
詳
び
一
。
。
N
霞
O
茜
窪
≦
舘
甘
一
翫
。
●
ω
。
ω
・
一
。
。
～
曽
O

　
（
3
）
　
丸
山
前
掲
書
　
三
五
八
－
五
九
頁
。

　
（
4
）
図
。
目
き
α
Φ
“
写
①
浮
霞
旨
ぐ
9
幹
Φ
一
冨
卜
葛
鴨
姦
乞
＄
ω
3
匡
津
讐
し
露
o
．
幹
㎝
①
・

　
（
5
）
ω
試
ヨ
巨
営
鴨
餌
●
鉾
O
．
の
●
凶
oo
員
胃
ε
冨
讐
騨
．
鉾
O
・
ω
●
団
避
●

　
（
6
）
一
、
竃
①
（
一
〇
“
鉾
艶
○
。
oQ
。
oQ
●
置
受
一
〇。
。

　
（
7
）
ヌ
問
9
Φ
鳳
巳
”
U
亀
U
o
暮
。
。
。
｝
δ
崔
ぎ
蚕
ぎ
e
霧
弘
O
麟
乙o
・
康
9



（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
且
）

（
12
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

ω
叶
①
一
＝
》
の
　
》
｝
勺
O
一
一
げ
一
の
O
げ
①

乙Q

叶
一
旨
ヨ
一
目
⑬
”
　
”
・
帥
。
（
》
’

ω
け
凶
日
＝
一
一
昌
嶋
“
　
帥
●
曽
。
（
》
●

N
一
Φ
嘘
①
艮
餌
●
帥
。
O
●
ω
。

N
凶
o
屯
①
5
9。
聾
。
O
●
ω
●

中
村
菊
男
著

瞭
【
一
騨
O
oq
　
目
ン
一
Φ
α
①
“
　
一
》
一
Φ

■
●
ヒ
o
Φ
茜
の
書
静
。
Q
①
コ

マ
イ
ネ
ヅ
ケ

「
近
代
目
本
と
福
澤
諭
吉
」

（
矢
田
俊
隆
課
） 目

霧
冨
日
①
暮
（
b
o
“
。
2
0
＜
・
一
〇
〇
〇
〇
〇
）
．
二
冨
男
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